
　総ユーザー数2万4000名超という大規
模なLMS基盤に、OSSである「Moodle」の
最新バージョンを導入・運用するといった、
前代未聞のイノベーティブな取り組みに挑
んでいる東京理科大学。コンピュータ教育
をいち早く実践するなど、教育の質向上
や最新機器類の導入による学生のための
教育環境づくりに定評があった東京理科大
学らしいアクションだったといえる。
　この先進的な取り組みの背景には、「そ
れまで学内で局所的に運用されていた
LMSには限界があり、かつ様々な課題が
あったこと」と、東京理科大学のICT活用
を推し進める総合情報システム部の次長・
篠原 篤氏は当時を振り返る。
　従来、東京理科大学ではキャンパスごと
や学部ごとに独自のLMSが導入・運営さ
れていた。そのため、教員自身で利用者
分の学生データを登録しなければならない
手間がかかったり、情報基盤のID・パスワー
ドが共用できなかったりと、使い勝手の悪
さが現場から指摘されていた。

「既存のLMSは、数種類の商用版を使って
いたことから、ライセンスフィーが膨大で、
しかもパッケージ版のためカスタマイズ性
にも欠けていました。そのため継続的な
ICT 活用のノウハウをシステムに蓄積し
ていくのが困難な状況でした」と東京理科
大学総合情報システム部の係長・松田 大
氏も従前の環境を評す。
　また、東京理科大学総合情報システム

部の阿南尚人氏も「神楽坂キャンパスでは
LMSを1台のWindowsサーバで運用して
いたので、授業開始と共にアクセスが集
中すると著しいパフォーマンス低下を招い
ていました」と続ける。

　一方、「他の学内システムにも、レポー
ト提出など、LMS的な使い方ができる
機能が付加されていました。そのため、
LMSにあまり興味がなかった教員の間で
も利用が進むなど、ICT活用による授業展
開の裾野が広がりつつあったことも事実で
した」（松田氏）
　「しかし…」と東京理科大学総合情報シ
ステム部の主任・田中篤史氏は問題点を
指摘する。

「他の学内システムも同様に商用パッケー
ジで構築されていたので、カスタマイズ
の困難さや、高額な費用負担などの課題
がありました」
　つまり、ここにも ICT 活用を阻害する
要因が内包されていたわけだ。
　そこで、東京理科大学では大規模な
OSS活用に舵を切ることになる。

「現在の学籍管理システムと連動できる

OSSのLMSを新規に導入し、それを姉妹
校である山口東京理科大学と諏訪東京理
科大学の2校を含む全学に展開することで、
一挙に課題の解決に臨みました」（阿南氏）
　もちろん、決定に際しては、全教員に
向けてアンケートを実施。その結果、将来
的な電子ベースへの移行はもちろん、既
存のLMS利用者の約10倍にあたる教員が
LMS利用を望むという答えが得られたと
いう。

「新たなICT環境への大きな期待感を得て、
本格的な導入への動きとなったわけです」

（篠原氏）

　“商用版ではなく、あくまでOSSで”と
いう方向性で検討する中、最後に残った
LMSが“Moodle”だった。

「多数の大学での導入実績があり、文部科
学省所管の独立行政法人・メディア教育開
発センターの“ラーニング等のICTを活用
した教育に関する調査報告書2007年度”
でも、最も高い利用率を示していました
から」（松田氏）
　こうして東京理科大学では、機材調達
からシステム開発・運用保守までを、す
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べてワンストップで任せられるパートナー
として17社に提案を依頼する。

「要件の充足度、会社としてのスキル、実
行能力、コストなどを総合的に評価した
結果」（篠原氏）から、キヤノンITソリュー
ションズが選ばれた。

「特にソフトウェアの開発・運用実績やサ
ポート体制等が好評価でした」（松田氏）
　早速、2010 年より全学展開する LMS
の設計／構築がはじまったが、当時の
Moodleは1.9系で、現行（2011年現在）
の2.0系はリリースされていなかった。

「我々は、本格的なLMS の立ち上げとし
ては後発組。何か東京理科大学らしさを
出したいという想いから、国内／海外を
見ても事例のなかった2.0系を採用するこ
とを決断しました」（松田氏）と、エンター
プライズシステムでは世界的にみても先
駆けとなるMoodle2.0での設計／構築が
スタートする。

「教育機関ではLinuxの採用が多いように、
もともとLinuxとOSSは相性がいいはず。
今回のMoodleに加え、学内ポータルでも

OSS活用している私たちにとって、ミッショ
ンクリティカルな領域でのOSS活用には、
何の不安もありませんでした」（阿南氏）
　とはいえ、一筋縄では進まない局面も
多々あったという。

「学生や教職員のデータ、シラバス、授
業履修など、既存システムとのデータ自
動連携がやっかいでした。Moodleのテー
ブル構造を把握し、既存システムに一
致させるわけですが、毎日の処理で変
更される学籍／人事データを共有させる
な ど、CMS で の Web ア プ リ 開 発 の 力
がないとこなせません。キヤノンには
持てる力をすべて発揮してもらった感じ
です」（松田氏）
　そして、2011年4月、遂にカットオーバー
の日を迎えた。

「Moodle2.0系は、まだ未成熟なソフトウェ
ア。カットオーバー後、半年も経たない間
に何度もバージョンアップされています。
だからこそ、それらの改定に迅速に対応
できる仕組みとして、インフラに用いた
VMware による仮想化環境で冗長化を施
し、運用中の保守作業の業務継続性も担
保しています」（田中氏）

「今もキヤノンには、急な仕様変更など無

理難題にも素早く対応してもらえ、非常
に助かっています」（阿南氏）
　こうして、学校法人東京理科大学では
現在 3 大学・6 キャンパスの学生約 2 万
2000名と教員約2000名が利用可能な大
規模LMSを稼働させている。

「現在の利用状況は、学生 8121名、教員
476名、公開コース 358件。導入前に比
べLMSの利用が飛躍的に伸びました。ま
た今夏の電力削減を受け授業時間の短縮
を余儀なくされましたが、その分、在宅
学習などにこのLMSを活用し乗り切るこ
ともできました」（松田氏）
　今後について「現在、学生側からは単一の
ID・パスワードで利用できる環境になって
いますが、より学籍管理システムとの連携
を進め、LMSに軸足を置いた全学システム
としてシームレスな環境構築に臨みたい」（篠
原氏）という構想に向け動き出している。

「まずはストリーミング配信やモバイル対応、
eポートフォリオなどの機能拡張に向け、設
計／構築同様、キヤノンと一緒に煮詰めて
いきたい」（松田氏）という直近の課題解
決も含め、東京理科大学とキヤノンITソ
リューションズのMoodle活用術から目が
離せない。

担当

常に教育・学習環境向上を
念頭に設備充実に注力
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※LMS(Learning Management System、学習管理システム)とは、教師による教材の保管・蓄積、学習者への教材の適切な配信、学習者の学習履歴や小テスト・試験問題の成績など
を統合的に管理するシステムのこと。Moodleは、オープンソースソフトウェアで、GNU General Public Licenseに基づいて自由に配布され使用することができる代表的なLMSのひとつ。

商用ソフトのライセンスフィーをOSSの開発に回し、利用者の要望に応え利便性をあげていく方が得策というICT活用フィロソフィーのもと、学生や教員の
使い勝手を考慮し手を加えた東京理科大学の全学的LMS（LETUS）のGUI。シラバスシステムとMoodleが連携し、授業内容の表示を実現している。

● LETUSのT o p 画面 ● LETUSのコース 画 面 ● LETUSのシラバス情報画面
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